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ロドイツの Springer-Verlag社から出版されている雑誌 Progressin Botany (なが

らく続いた Fortschritteder Botanikの誌名はテキストの多くが最近英文で書かれる

ようになゥたために1974年の36巻から変更された。)の Systematicsand phylogeny 

of algae (Systematik und Phylogenie der AIgen)の項目を長年執筆されていた Prof.

Bruno SCHUSSNIGがこの度引退され，代って Dr.Dieter MOLLENHAUERが執筆され

る由。日:本務類学会会員の中で，自身の論文をこの雑誌に抄録してもらいたい希望の者

は，別刷を下記に送って下さいとのことです。
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